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私事で恐縮ですが、私は子どもの頃に親や周りの大人に読み聞かせをしてもらった

記憶がなく、読む本といえばマンガばかりでした。そのためか、読書の習慣どころか、中学高校になっても国語の成績は良

くなく、作文を書くのも人前での発表も苦手で何をしゃべっていいかも分からない、そんな少年時代でした。マンガではな

い、活字が縦に並べられた本を手に取って読みながら、「早く先が読みたい」と思ったのは、大人になってからでした。 

読むことに抵抗はなくなりましたが、短い文章を読んで場面を想像する力は、少年時代にマンガで培われていたのかも

知れません。読書量が多い子は、「想像力」「思いやり」「先読み力」「共感力」などの非認知能力が身につくと言われていま

す。ある程度の年齢になり、一人で本が読めるようになっても、自分で黙読するより人に読んでもらった方が脳はリラック

ス状態になることもわかっています。また、ストレスが緩和されたり、対人関係が安定したり、自己肯定感が高まるという調

査結果もあり、高学年の子どもや中学生においても心を落ち着かせ、癒やし、集中力を高める効果が期待できるそうです。 

 PTA文化部による読み聞かせ  

先日興味深い記事を読みました。「読書をすることで収入が増

える!?」「風が吹けば桶屋が儲かる」みたいな話？そんな簡単な

ことで収入が増えるなら苦労しない。と思いながら、よくよく読

んでみると「なるほど」とうなずけるところがありました。 

読書をすればするほど知識と教養が身につくことは分かりま

すが、さらに思考力が高まり、普段から考える力が身につくとい

うのです。それは PC やスマホでニュースや情報を読んで得る

ものとは違い、置き換えることはできないものだそうです。 

ここでいう思考力とは、学校教育でも育てるべき資質・能力の

ことで、学習指導要領の三本柱の一つでもあります。 

例えば「九九を覚える」ことは、ただかけ算の答えを暗記する

だけで、なぜそうなるのかは考えません。また、ある学力テスト

の結果で、１/２+１/３＝５/６の正答率は 80％だそうですが、

１/２と１/３はどちらが大きいかの正答率は 58％しかないと

いう結果から考えても、思考力がいかに大切かということが分

かります。結果や調べたいことをすぐに知ることができるPCや

スマホは確かに便利ですが、なぜそうなるのかを段階的に説明

する論理的な思考力が身につかないという欠点があります。 

大人の読書習慣だけでなく、子どもの頃から読書の習慣を身

につけることで、思考力が養われるだけでなく、自分の身に起こ

りうる結果に至った理由について考えたり、失敗やトラブルを

回避する考え方を身につけたりすることもできるようになるの

です。 

これからの未来は、AI が人間の仕事に取って代わり、人間が

担っていた職業が無くなり、例え良い企業に就職できたとして

も、考える能力や判断力が無いと必要とされなくなってしまう

世の中になりつつあると言われています。 

読書によって思考力が身についた人は、どれだけ失敗しても

必ずはい上がれます。失敗の原因を冷静に分析し、次の成功へと

導ける知識と知恵を読書によって身につけることができるから

だそうです。「なるほどー」と感心させられました。 

 

「読書の秋」と昔から言われますが、八重山の秋は 11月くらいからでしょうか。一般的に秋は涼しくなり夜も長く

なってきて、食べ物も収穫の時期を迎え、運動するにも読書するにも最適の季節だと言われてきましたが、ここ最近は

夏の暑い時期が長くなり秋が短くなっているようです。特に今年は内地でも 10 月中旬まで 30℃を超える日が続くそ

うです。エアコンも各家庭に当たり前にある時代、もはや読書と季節の関係はなくなりつつあるのかも知れませんね。 

「読書離れ」が急速に進む世の中ですが、「心を豊かにする」という読書本来の意義も見直していきたいと思います。 

１年生 

６年生 

５年生 ４年生 

３年生 ２年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業参観の様子

６年 保健 二次性徴 

１年 国語 かぞえうた ２年 体育 ドッジボールバレー 

３年 算数 あまりのあるわり算 

１年 算数 １０より大きいかず 

２年 国語 夏休み発表会 

３年 国語 慣用句を使おう 

４年 音楽 曲に合った歌い方 

４年 理科 水のゆくえ 

５年 算数 分数の倍 

５年 音楽 オーケストラ 

６年 算数 データの特徴を調べて判断しよう 


